
斑鳩寺講堂瓦銘

一斑鳩寺講堂屋根葺替修理工事に

伴う瓦銘調査報告 II
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（当寺堂塔寺院之図『斑鳩寺記録』より転載）

9 年 9 月

太子町教育委員会
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1 . 本書は、斑鳩寺講堂屋根葺替＿工事に伴う瓦銘調査報告書のIIである。

2. 調査は、太子町教育委員会社会教育課三村修次• 田村三千夫が行なった。

調査後の整理作業については、首藤聖・岩村千穂両名の協力を得た。

3. 本書の執筆は三村が行ない、編集は三村 ・田村が担当した。
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1 - ; 乱周査に至る縫過

太子町鵠字斑鳩寺 709番地の、斑鳩寺講堂屋根葺替修理事業が行なわれることになり、

8月より屋根工事が実施された。この講堂屋根瓦銘調査については、平成元年 4月12日に

実施したが、今回新たに確認及び検出されたので、斑鳩寺講堂瓦銘IIとして報告したい。

斑鳩寺講堂屋根葺替修理工事による南面屋根瓦取解工事が 8月24日より行なわれ、講堂

前に再利用瓦が種類ごとに抽出していた。また、工事中に検出された瓦もあり講堂瓦銘の

第2次調査として平成元年 9月11日に実施し、 9月27日までに拓本資料等の整理を行なっ

た。

2 一皿J査の方痣

今回の調査は、講堂南面地区の瓦銘調査で、この工事中に発見されたものと再利用瓦内

の瓦銘を抽出して、拓本及び実測図を作成した。また、瓦葺きに使用した釘も採取した。

乏；。調査の結果

今回調査では、位置を確認することはできなかったが、明和六年銘(1769)で、 『斑鳩寺

本堂瓦』として双樹院の住職の名がみられる丸瓦3個体と『触住人藤原氏三木』及び『大

＼ 和西之京之住人』の瓦師名が記載された丸瓦が確認それた。

また、第 1次調査で確認された、 『大坂木津川口 瓦屋源兵衛』の刻印のある瓦の内面に

は、 「い三寸」 「ろ弐寸」とヘラで記入されいており、瓦屋根を葺く位置を示すきものと

考えられる。
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第1表斑鳩寺講堂瓦銘集成 II
（講堂瓦銘Iに続き）

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 記載位置 銘 文 文献

l 5 1769 (明和6) 講堂向拝部 丸瓦 凸面 斑鳩寺本堂之瓦

干時

明和サ＃己丑二月中旬始之

且頑罪斤三木庄兵衛作之

現世安穏

後世善慮

南無阿旅陀佛

嘗寺雙樹院大忍”妙志記之

1 6 1769 (明和6) 講堂向拝部 丸瓦 凸面 斑鳩寺本堂之瓦

j± 13 

明和六年己丑二月十七日始之

瓦師嘗所三木庄兵衛造之

現世安穏

後世善慮

営寺蘭説泊妙恙i改
南無阿部t佛

1 7 1769 (明和6) 講堂向拝部 丸瓦 凸面 斑鳩寺本堂之瓦也

明利広年己丑二月中浣始之

瓦師富所三木伊）濁造之

現世安穏

後世善慮

嘗寺雙樹院妙志識之

1 8 講堂南面 丸瓦 凸面 鳩住人藤原氏三木庄兵衛

治七郎
／ 十五郎

) ' 

仁兵衛

善右衛門

太子本堂瓦 清六

仕候 藝釦

吉兵衛

源三郎

九人之作
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．． 
番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 記載位置 銘 文 文献

1 9 講堂南面 平瓦 凸面 藤原氏庄因蔚

20 講 平瓦 凹面 （刻印）

2 1 講堂大棟 丸瓦 凸面 大和西之京之住人瓦大工弥六

作

22 講堂南面袖 袖瓦 凸面 （刻印）大坂木津川口

瓦屋源兵衛

凹面 い四寸

23 講堂南面 隅軒平 凸面 （飾） 橘

瓦

r ヽ＇
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瓦文

致王旭島寺 講堂 （太子町触 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

15 1769 (明和 6)講堂南面 丸瓦 斑鳩寺本堂之瓦

干時

明和六年巳丑二月中旬始之

瓦師常所三木庄兵衛

現世安穏 作之

後生善鹿

南無阿弥陀佛

常寺雙樹院大忍窟妙志

記之



瓦文

政E鳩寺請堂 （太子町触 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

16 1769 {明和 6) 講堂南面 丸瓦 斑鳩寺本堂之瓦

~ 6 
硝ヴ木六年巳丑二月十七日始之

” ~ （明和）瓦師営所

三木庄兵衛

現世安穏 造之

後生善裳

営寺双樹沙門妙志

南無阿弾陀佛 記之



瓦文

致f鳩寺講堂 （太子町鯖 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

17 1769 (明和 6)講堂南面 丸瓦 斑鳩寺本堂之瓦也

明唸六年巳丑二月中浣

（和） 始之

瓦師常訴

（所）三木伊八郎

現世安穏 造之

後生善慮

常寺雙樹院妙志識之



玉じ文

致王鳩寺 講堂 （太子町触 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

18 講堂南面 丸瓦 触住人藤原氏三木庄兵衛

（住） 治七郎

十五郎

仁兵衛

善右衛門

太子本堂瓦 清六

仕候 藤右衛門

吉兵衛

源三郎

九人之作
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瓦文

玖王九烏守 3責堂 （太子町筋 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

20 講堂南面 平瓦 凹 刻印



瓦文

玖王九鳥寺 暉掌 （太子町鯖 709)

.. 

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

21 講堂大棟 丸瓦 大和西之京之住人瓦大工弥六作

（のし瓦に転用）



瓦文

致王九鳥寺 講堂 （太子町鯖 709)

器号 年号 （和暦、 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

22 講堂両袖瓦 袖瓦 凸大坂木津川口

瓦屋源兵衛

凹い四寸



瓦文

致f九烏寺 講堂 （太子町鯖 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

23 講堂南面 隅巴 飾り（橘） 1 

（番号14と同箔関係にある）




